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ト
ラ
ン
プ
次

期
米
大
統
領
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
不
参
加

声
明
で
一
時
虎

口
を
脱
し
た
日
本
の
農
家

は
、
相
変
わ
ら
ず
鹿
と
猪
に

や
ら
れ
っ
放
し
で
あ
る
。
縄

文
時
代
に
鹿
と
猪
は
日
本
人

の
主
食
だ
っ
た
。
人
が
稲
作

へ
移
行
し
だ
す
と
、
虎
口
を

脱
し
絶
滅
を
免
れ
た
鹿
と
猪

は
繁
殖
し
だ
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
都
会
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
に
転
進
し
て
高

齢
過
疎
地
域
に
な
っ
た
農
家

の
人
は
、「
鹿
や
猪
に
な
め

ら
れ
て
い
る
。
奴
ら
嘲
笑
っ

て
い
る
」
と
悔
し
が
っ
て
い

る
が
、
電
流
入
り
の
柵
を
作

る
く
ら
い
で
抜
本
対
策
を
立

て
る
気
力
も
失
い
、
自
ら
絶

滅
種
と
諦
め
顔
で
あ
る
。

　

構
造
不
況
業
種
が
農
業
な

ど
の
第
１
次
産
業
か
ら
新
聞

な
ど
第
３
次
産
業
に
ま
で
広

が
り
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
発

想
の
転
換
は
業
種
間
を
越
え

た
参
考
に
な
る
。鹿
、猪
の
課

題
に
対
し
て
は
、「
食
え
ば
え

え
」と
い
う
の
が
筆
者
の「
岡

目
八
目
」的
な
提
案
で
あ
る
。

　

鹿
も
猪
も
牛
よ
り
脂
質
が

少
な
く
、
肥
満
や
高
脂
血
症

の
予
防
に
も
、
ひ
い
て
は
医

療
費
自
然
増
の
ブ
レ
ー
キ
に

も
な
る
。
た
だ
し
、
ト
ラ
ン

プ
氏
が
顔
を
い
っ
そ
う
赤
ら

め
て
怒
り
そ
う
で
あ
る
。

今日の数字

312.9万円
　奨学金の借入総額の平均。
２人に一人が利用。労働者福
祉中央協議会の調査から。

申告所得に対する税・社会保険料負担率

基基  

軸軸
財
政
政
策
と
社

財
政
政
策
と
社

会
保
障
の
行
方

会
保
障
の
行
方
❽❽

関
西
大
学
商
学
部
教
授
・
鶴
田
廣
巳
氏
に
聞
く

関
西
大
学
商
学
部
教
授
・
鶴
田
廣
巳
氏
に
聞
く

―
―
福
祉
型
財
政
へ
の
転
換

を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
の

か
。

　

歳
入
構
造
の
見
直
し
と
再

分
配
政
策
の
強
化
が
求
め
ら

れ
る
。
特
に
租
税
体
系
は
抜

本
的
な
見
直
し
が
必
要
だ
。

　

税
制
改
革
と
い
え
ば
消
費

税
の
増
税
し
か
視
野
に
な
い

よ
う
な
固
定
観
念
か
ら
は
脱

却
す
べ
き
だ
。
所
得
税
の
最

高
税
率
は
２
０
１
５
年
分
か

ら
45
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

が
、
株
式
配
当
や
株
式
譲
渡

益
な
ど
の
資
産
所
得
は
20
％

し
か
課
税
さ
れ
な
い
。
累
進

課
税
が
機
能
し
て
い
な
い
。

税
制
改
革
で
全
所
得
を
合
算

し
て
課
税
す
る
総
合
課
税
に

転
換
す
れ
ば
、
７
〜
８
兆
円

の
財
源
を
確
保
で
き
る
。
加

え
て
、
所
得
税
の
最
高
税
率

を
90
年
代
並
み
の
50
％
に
引

き
上
げ
れ
ば
、
さ
ら
に
数
千

億
円
増
収
す
る
見
込
み
だ
。

財
産
課
税

―
―
大
企
業
や
富
裕
層
の

〝
富
の
偏
り
〞
へ
の
対
策
は
。

　

企
業
の
内
部
留
保
は
過
去

最
高
の
３
７
７
兆
円
（
15
年

度
）に
達
し
、10
年
前
の
倍
近

く
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。

法
人
税
は
少
な
く
と
も
90
年

代
末
の
水
準
に
戻
す
べ
き

だ
。
10
％
引
き
上
げ
れ
ば
約

５
兆
円
の
税
収
が
増
え
る
。

　

富
裕
層
の
過
度
な
蓄
積
に

対
し
て
は
、
相
続
税
率
を
引

き
上
げ
、
贈
与
税
の
優
遇
措

置
を
廃
止
す
る
こ
と
も
大
切

だ
が
、
増
収
効
果
は
大
き
く

な
い
。
そ
こ
で
、
新
た
な
財

産
課
税
と
し
て
「
富
裕
税
」

を
提
案
し
た
い
。

　

『
21
世
紀
の
資
本
』
で
話

題
に
な
っ
た
ピ
ケ
テ
ィ
氏

は
、
１
０
０
万
ユ
ー
ロ
を
超

え
る
資
産
に
対
し
、
段
階
的

に
１
〜
10
％
課
税
す
る
こ
と

を
提
案
し
て
い
る
。
日
本
国

内
の
上
位
１
０
０
万
人
の
資

源
が
生
ま
れ
る
。

―
―
安
倍
政
権
の
税
・
財
政

政
策
と
は
正
反
対
だ
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
高
齢
化

の
進
展
の
な
か
で
、
社
会
保

障
財
源
の
在
り
方
は
各
国
共

通
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

社
会
保
険
料
を
中
心
と
し
て

き
た
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
で

も
、
税
へ
の
依
存
を
高
め
る

傾
向
に
あ
る
。
社
会
保
険
料

の
累
進
性
を
強
め
、
再
分
配

機
能
を
高
め
る
こ
と
も
必
要

だ
が
、
日
本
で
も
社
会
保
険

方
式
か
ら
脱
却
し
、
税
方
式

へ
漸
進
的
に
転
換
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

社
会
保
障
費
を
削
減
し
、

大
企
業
を
手
厚
く
支
援
す
る

安
倍
政
権
の
税
・
財
政
政
策

は
完
全
に
行
き
詰
ま
っ
て
い

る
。
今
こ
そ
福
祉
充
実
型
の

経
済
・
財
政
政
策
へ
舵
を
切

り
、
生
活
保
障
シ
ス
テ
ム
を

再
建
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 

（
お
わ
り
）

体
が
反
対
運
動
を
展
開
。
橋

下
知
事
は
09
年
２
月
議
会
で

の
提
案
を
最
終
日
に
取
り
下

げ
、改
悪
を
断
念
し
て
い
る
。

10
万
筆
め
ざ
し

　

協
会
も
参
加
す
る
「
府
民

要
求
連
絡
会
」
は
、
福
祉
医

療
費
助
成
の
改
悪
に
反
対

し
、
拡
充
を
求
め
て
署
名
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
連
絡
会

は
当
面
、
12
月
末
ま
で
に
10

万
筆
を
集
め
よ
う
と
協
力
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

老
人
医
療
助
成
と
し
て
始
ま

っ
た
。「
住
民
福
祉
の
増
進
」

と
い
う
自
治
体
本
来
の
姿
を

し
め
し
た
老
人
医
療
無
料
化

は
、
そ
の
後
、
国
の
制
度
と

し
て
も
実
現
。
し
か
し
、
横

山
、
太
田
知
事
時
代
に
府
の

老
人
医
療
制
度
は
改
悪
さ

れ
、
04
年
に
は
子
ど
も
や
障

害
者
な
ど
各
制
度
で
自
己
負

担
が
導
入
さ
れ
た
。
橋
下
知

事
時
代
の
08
年
に
は
、
１
回

５
０
０
円
の
自
己
負
担
を
８

０
０
円
に
引
き
上
げ
を
画

策
。
こ
れ
に
対
し
歯
科
・
医

科
協
会
を
始
め
と
す
る
諸
団

出
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
」。
こ
う
語
る
の
は

大
阪
市
西
成
区
で
開
業
す
る

Ａ
さ
ん
。
こ
の
１
年
間
で
、

患
者
１
３
０
人
程
が
同
助
成

を
利
用
し
た
と
い
う
。「
老

人
医
療
費
助
成
の
患
者
さ
ん

の
何
人
が
対
象
外
に
な
る
の

か
心
配
で
す
。
負
担
増
や
対

象
外
し
に
腹
が
立
っ
て
仕
方

あ
り
ま
せ
ん
」
と
話
す
。

橋
下
時
代
に
阻
止

　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度

は
、
１
９
７
２
年
に
黒
田
革

新
府
政
の
も
と
で
実
施
し
た

者
負
担
増
で
ま
か
な
う
方
針

で
あ
る
。

　

見
直
し
案
に
対
し
歯
科
医

療
現
場
か
ら
も
、
患
者
へ
の

影
響
を
危
惧
す
る
声
が
上
が

っ
て
い
る
。「
ま
ぶ
し
い
ラ

イ
ト
や
口
腔
内
を
触
ら
れ
る

不
快
感
か
ら
、
子
ど
も
や
障

害
者
で
は
、
治
療
に
至
る
ま

で
に
、
何
回
か
受
診
が
必
要

に
な
る
こ
と
や
、
治
療
を
少

し
ず
つ
し
か
出
来
な
い
こ
と

も
よ
く
経
験
し
ま
す
。
上
限

が
撤
廃
さ
れ
れ
ば
、
負
担
を

苦
に
受
診
を
手
控
え
る
人
も

　

大
阪
府
が
障
害
者
や
高
齢
者
、
ひ
と
り
親
、
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
患
者
負

担
増
と
対
象
範
囲
の
見
直
し
を
計
画
し
て
い
る
問
題
で
、「
改
悪
で
は
な
く
、
拡
充
し
府
民
を
守
る
防
波

堤
の
役
割
を
い
ま
こ
そ
」
と
反
対
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
府
は
２
０
１
７
年
11
月
実
施
に
向
け
て

２
月
議
会
へ
の
提
案
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
改
悪
計
画
撤
廃
へ
運
動
を
広
げ
る
こ
と
が
急
務
だ
。

月
額
上
限
引
き
上
げ

　

府
の
見
直
し
案
で
は
、
受

診
時
窓
口
負
担
を
据
え
置
く

一
方
で
、
月
額
上
限
を
大
幅

に
引
き
上
げ
る
（
表
参
照
）。

　

対
象
範
囲
を
新
た
に
重
度

難
病
者
や
精
神
障
害
１
級
な

ど
へ
も
助
成
を
広
げ
る
一
方

で
、
65
歳
以
上
の
軽
度
難
病

者
や
結
核
患
者
ら
３
万
６
３

０
０
人
を
対
象
か
ら
外
す
。

制
度
の
見
直
し
に
よ
っ
て
20

〜
30
億
円
程
度
の
費
用
増
と

な
る
が
、
府
は
負
担
せ
ず
患

に
直
結
し
、
国
民
の
健
康
に

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
」
と

計
画
の
撤
回
を
訴
え
た
。

　

面
談
し
た
山
下
芳
生
参
院

議
員
（
共
産
）
は
、
医
療
改

悪
へ
の
反
対
を
は
じ
め
と

し
、「
国
民
の
願
い
に
こ
た

え
る
『
大
義
の
旗
』
を
掲

げ
、
野
党
と
市
民
が
本
気
の

共
闘
に
取
り
組
む
な
ら
、
勝

利
で
き
る
」
と
強
調
。

　

午
後
か
ら
は
、
保
団
連
が

参
加
す
る
「
子
ど
も
医
療
費

無
料
制
度
を
国
に
求
め
る
全

国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
国
会

内
で
開
い
た
集
会
に
参
加
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を
独

自
に
助
成
す
る
市
町
村
に
対

し
、
国
民
健
康
保
険
の
国
庫

負
担
を
減
額
す
る
「
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
措
置
」
の
廃
止
や
、

国
の
制
度
と
し
て
子
ど
も
の

医
療
費
を
無
料
に
す
る
よ
う

求
め
る
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採

択
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
を

訴
え
る
国
会
前
集
会
に
参
加

し
た
。
全
米
看
護
師
連
合

（
Ｎ
Ｎ
Ｕ
）
が
呼
び
か
け
た

グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
の

一
環
で
、
保
団
連
な
ど
医
療

関
係
５
団
体
が
主
催
。
約
２

０
０
人
の
医
療
関
係
者
が
参

加
し
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
根
絶
や

し
に
す
る
ま
で
が
ん
ば
ろ

う
」
と
声
を
上
げ
た
。

（
２
面
に
関
連
記
事
・
要
請

議
員
一
覧
）

の
窓
口
負
担
増
計
画
の
中

止
」「
受
診
時
定
額
負
担
導

入
な
ど
の
中
止
」
を
求
め
る

要
請
署
名
を
大
阪
選
出
の
国

会
議
員
に
提
出
し
、
患
者
負

担
増
の
撤
回
へ
協
力
を
求
め

た
。
下
井
戸
昭
介
副
理
事
長

ら
役
員
・
事
務
局
員
12
人
が

参
加
し
た
。

　

政
府
が
検
討
し
て
い
る
▽

75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
２
割

化
▽
受
診
時
定
額
負
担
導
入

―
―
な
ど
に
対
し
、
役
員
は

「
今
で
も
支
払
い
を
苦
に
受

診
を
手
控
え
る
人
は
少
な
く

な
い
。
負
担
増
は
受
診
抑
制

　

安
倍
政
権
が
進
め
る
医
療

改
悪
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
ス
ト

ッ
プ
を
か
け
る
た
め
、
全
国

保
険
医
団
体
連
合
会
は
11
月

17
日
、
中
央
要
請
行
動
に
取

り
組
ん
だ
。
協
会
は
、
会
員

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
高
齢
者

国会行動

協会　医療改悪の撤回訴える

負担増は受診抑制に直結

改
悪
計
画
撤
廃
へ

改
悪
計
画
撤
廃
へ
正
念
場

正
念
場

府福祉医療制度府福祉医療制度

富
裕
税
で〝
富
の
偏
り
〞是
正
を

大阪府が検討している窓口負担増
現行制度 見直し案

一医療機関での窓口負担 １日500円 維持
一調剤薬局での窓口負担 無料 １日500円
一医療機関受診時の
月額上限 1000円 撤廃

複数医療機関受診時の
月額上限 2500円 4500円程度に

引き上げ

産
は
２
４
０
兆
円

（
野
村
総
研
試

算
）
に
及
ぶ
。
仮

に
１
％
課
税
す
れ

ば
２
・
４
兆
円
の

増
収
だ
。
全
個
人

金
融
資
産
１
７
０

０
兆
円
の
う
ち
、

半
分
が
富
裕
層
の

保
有
分
と
い
う
推

計
に
基
づ
け
ば
、

１
％
で
８
・
５
兆

円
も
の
新
た
な
財

制度の見直しに反対し署名を
訴えるひとたち＝大阪市　　

山
下
議
員
に
署
名
を
託
す
参
加
者

（
上
）、
国
会
前
で
宣
伝
す
る
歯

科
協
会
役
員
ら
（
下
）

社会保険料負担率

100億円超は11人

所得税負担率

0

5

10

15

20

25

30

13.613.6
16.716.7

1.61.6
000.40.4

2.32.3

28.728.7

1717

（％）

出典：2014年分「申告所得税の実態」（国税庁）データにより試算。

〜
70
万
円

〜
１
０
０
万
円

〜
１
５
０
万
円

〜
２
０
０
万
円

〜
２
５
０
万
円

〜
３
０
０
万
円

〜
４
０
０
万
円

〜
５
０
０
万
円

〜
６
０
０
万
円

〜
７
０
０
万
円

〜
８
０
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